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)

総
キ

||も
 
涎
濠

||キ
1準

紙
|1椰

バ
も
ぐ
総

ロ
キ

|1準
QII終

1
椰

桑
゛
終

||1椰
樹
pO黙

製
量
蝙
s理

輔
翻

Q像
雨
感
と
N

卜
Ю
叩ヽ

く 日
旦
典
坐

絆
母 雲

嶽
ぐ
颯自

懸
QKく

と
寒

壼
壼
′
輝 雲

琳
◆
Q

準
懸

塁
授
Jヽ

Q凶
念

塁
蝙

Ю
°

|′
起

嶽
Φ

Q準
騒
 

鷹
REヽ

Lt11(RE《
導

Q tt rtf」十
 
よ

1(REヽ
1(itR ttt4i―

Eミ
  | #

1く
R鷹

十
Eミ

や
REミ

  |
せ

等

押
REミ

押
臓
目
十
置

 ヽ || 
よ

や
、R層

■
Eヽ

く
REヽ

  |1計
十

く
REミ

く
R目

中
=ミ

  ||| #

く
R覇

十
巨

べヽ
REミ

  
川
よ

十

ぺ
ilR置

ヽ
→

C■
和
    

目
 #

繊
キ

|||き
 i軍

撃
Q緊

ぐ
塁
典
螢

Ю
輝

駄
鯛
Q状

1回
Q感

と
ぐ

懸
量
′

目
RE判

い
Ю
°
導

Jρ
総

|1回
ヽ
選

Q繊
回

Q場
と

期
熙

量
″
戻

■
脚

KiEや
V職

回
S蹄

測
卜

Ю
°

終
+目

も
 
最
悴

壼
′

1=||も
Q黙

翠
塁
蝙
S凛

回
Q想

と
野
壼

バ
も
や
Q尽

と
期

懸
却
ポ
製
Jミ

司
樹

壼
′
終

|1掌
Q黙

恨
塁

蝙
Ю
鯛
最

測
司
炒

塁
輝
嶽

ぐ
Q感

と
却
Ⅸ

螢
Ю
7樹

引
響
養
檬

榊
バ
b趣

響
響
榊

曼
用
最

わ
Ю

tt Q判
■

絆
?

11′
ヽ

|||′
ヽ

日
′

ミ

目
′

ヽ

1く
′
 
ミ

ギ
´

ミ

く
′

ミ

バ　ヽ“ｔ
ｒ，電

」♯Ｌ´

素ヽ
鍔゙一

一■哺手、

だф遮震総

櫛鶴】ＱＯ

銀
′

1
=椰

Q黙
投

塁
蝙
S岬

最
N駆

螢
ミ
引
響
ミ
倅
撫
緊
b趣

碧

鸞
撫

壼
′
凛
回

Q黙
セ
◇
騒

量
OSν

総
+巡

Q黙
投

Ц
紺

ハ

´
鯉

係
抑
N最

椰
量
緊
ヨ
D終

セ
嗅
遍
終

゛
終

5°

総
+目

も
 
橿
撃
田

椰
Q勲

回
Q黙

こ
ぐ
懸

塁
OSV緊

S調

整
黙
と

い
Ю
ぶ
く
iE Q要

■
Qれ

鳳
壼
′
総
く
準
繊

|1椰
Q黙

製

脚
織

眠
卜

Ю
°

(起
輔
ぐ

Q部
瀧

)

終
+1(き

 
紫

聟
側

駅
涎
終

||+目
き

Q黙
投

塁
葛
S腱

鯨
ぐ
脚

毬
瀧
島
蝙
ぃ
可
ぃ

ゃ
判

rt」
壼
連
鳳

硝
逃
瀧
細

(総
十
日
中
継
慣

)

里
嶋
Ю

tt Q判
い

Ю
°

(繹
糎
ぐ

Q運
鳳
゛
郷
ぐ

量
鞍

い
Ю
択
州

)

総
+や

ぶ
 
運
総

||+巡
Q黙

艘
塁
蝙

Ю
鯉
駆
ぐ

Q艇
嶽
癒
部
鋼

塁
鞍

い
Ю

ttlll壼
′
Eも

導
抑

塁
黙
投
■

Ю
黙
ぐ
却
盤
掏
′
鍵

鳳
CN導

挙
い
7和

引
翠
´
噸

柵
ば
壼
燕
趣
製
饗
凛

塁
′
や
Q

堰
鯨
爛
熙

Oヽ
縦

S tt Q晏
ご
堅
ヾ

釈
剤
い

絆
°

総
+く

も
 
繹
導
期
Q理

嶽
轟

部
硝

塁
鞍

ヽ
Ю

ttlll単
″
夏
葉
Щ

塁
軟
J理

颯
φ
楽
撫
ぐ

ぐ
撫

(総
+‖

小
継
係
)Nぶ

と
JV

に
い
ρ

Q司
い

Ю
°

N′
題
繁
Щ

量
′

1=瑯
Q緊

製
塁
蝙

S′
鰹
趣
φ
脚
起
鯨
轟
響
翻

量
釈

Ill⇒
ミ
司
樹
壼
′
鰹
巫
ぐ

QtttNIPltt 
Ю
 7和

撫
(綸

幕
撫
択

湘
懸
Q糠

駆
ぐ
駆

部
鰤

脚
さ
J理

鳳
φ
Qさ

部
脚
Ⅸ

螢
´Ю

て
掏
撫

量
EttQ理

鳳
φ

軍
響
制
Ⅱ
脚
感

と
い

Ю
ρ

ё
測
■

Ю
0

終
+べ

き
 
ま
跡

量
′
脚

鞘
堰
割
国
E馨

(総
+1く

ф
曇

係
)脚

き
贅

」
側

圏
■

Ю
“
Q測

卜
Ю
°

盤
  

晨

JQ黙
誕

壼
《

棒
QШ

(゛
釈

に
ヽ

Ю
°

(第
一
号

様
式

)

土
地

区
画
整
理

清
算
金

通
知

書

昭
和
  

年
  

月
  

日

佳
所

氏
名
    

殿

鳥
取

県
知

事
氏

名
圃

境
特
別
都

市
計
画
事
業
復
興

土
地

区
画
整
理
地

区
内
に
お

け
る
貴
殿
の
解
有
雄

に
関
す
る
清
算
金

は
、
下

記
(内

訳

書
別
紙
)の

通
り
決
定

し
た
か

ら
境
特
別
都

市
計
画
事
業

復
興
土
地

区
画
整
理
清
算
金
取
扱
規
程
第
二
條

の
規
定

に

轟《味麟虚回騨爛饉駅#終雷
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な
お

、
次

の
事

項
御

了
知

の
上

所
定

の
手

続
を

と
ら
れ

た

し
ヽ
。

1、
既

に
徴

牧
又

は
交

付
済

の
概

算
徴

I険
金

及
び

慨
算

交
付

金
が

あ
る

と
き
は

こ
れ

を
徴

牧
す

る
清
算
金

に
充

当
す

る
。

2、
土
地

に
関

す
る
補

債
金

と
清
算

徴
牧
金

が
あ

る
と
き
は
補

債

金
を
清

算
徴

牧
金

に
充

当
し
、

そ
の
差
額

を
徴

牧
交
付

す
る

O

3、
土
地

に
関

す
る
補

償
金

と
清

算
交
付

金
が

あ
る

と
き

は
、
双

方
を
交
付

す
る

`
4、

土
地

に
関

す
る
補

償
金

又
は
清
纂
交

付
金

中
何

れ
か

一
方

あ

る
と
き
は

、
そ
の

f≧
額

を
交
付

す
る
。

5、
清
算

交
付
金

を
受

け
る
従

前
の
土
地

が
先

取
特

権
、
質
権

、

抵
当
権

叉
は
訴
訟

の
目
的

と
な
つ

て
い

る
と
き
は

、
そ
の
権

利

者
又

は
訴

訟
当

事
者

の
同

意
書

を
提

出
さ
れ

た
い
。

同
意

書
の
提

出
が

な
い

と
き

は
前
項

の
土

地
の

清
算

交
付

金
競

び
に
補

償
金

は
こ
れ

を
供

託
す

る
。

6、
清
算

金
の

交
付

を
受

け
る
者

は
別

紙
請

求
書

を
鳥

取
県

金
庫

に
提

出
さ
れ

た
い

。

7、
清

算
徴

牧
金

分
納

を
希

望
す

る
者

は
昭

和
 

年
 

月
 

日
ま

で
別

紙
申
請

書
を
境

戦
災

復
興

事
務

所
に
提

出
さ
れ

た
い

。

8、
清

算
交

付
金

が
5万

円
以

上
の

と
き

は
、
別

紙
¢
)に

よ
り
分

害
1交

イ寸
す

る
。

9、
こ
の

通
知

の
後

権
利

の
異

動
が

あ
つ

た
と

き
は

、
遅

滞
な

く

関
係

者
と
連

署
で

届
け
出

ら
れ

た
い

。

(別
紙

1)

清
算

金
内

訳
書

よ
つ

て
通

知
す

る
。言 己

清
算

金
徴

牧
金

清
算

金
交

付
金

差
引
徴

牧
交
付

額

内
供

託
す
べ

き
金

額

補
償

金
決

定
額
 

円

補
償

金
交

付
額
 

円

円
｀
円円円

ハぃ一■
■域ｔ

事 ル

為
ｆ一Ｆ一

ｌ蒙ｔ

小速震総

研Ｑ轟Ｑの

轟　ぐ　駄　麟　虚．皿騨期皿９曖８よヽ経圏

(FJll紙
2)

清
算

金
分

割
交

付
金

内
訳

書

回
黎

1元
奪釧

肝

「

第
11回

計



原
 

符
清

算
金

納
額

告
知
書

衆
納

入
済

通
知

書

(第
号

)
ノヽ

/θ
.

金
 

田
 

座

1歎1節

上
記

金
額

を
納

付
し

て
下

領
牧
証

書

(第
   

号
)

(第
二
号

様
式

)

清
算
金

納
額

告
知
書

ノ
リ

'´ ο
.

号
)

ノ℃
″ο

.

番地

納

替

加入者

い高震終　　騨　ぐ　味　爵　虚．ｍ騨期回８駅εきヽ黒盟

わゆ召〇〇

口
 

座

さ
い

納
付

期
限

納
付

場
所

昭
和

上
記

金
額

領
牧

金
 

庫
昭

和
年

月
日

金
庫

年
 

月
 

日

知
 

事
市

町
村

長

“

Fiヘ
農ごヽ

ム一り一一「お　
，″ギー

ダ
袢

,一
:摯

怒

備
考不

納
欠
損

額
は
摘

要
欄

に
「

不
納

欠
損

」
と
朱

書
す

る
こ

と
っ

納
期

内
に

牧
入
未

済
額

の
分

に
つ

い
て

は
、

摘
要

欄
に

「
牧

入
未

済
額

」
と
朱

書
す

そ
)と

同
時

に
第

五
号

様
式

の

清
算

金
滞

納
撃

理
簿

え
移

記
す

る
こ
と

O

(第
五

号
様

式
)

備
  

考

1、
第

四
号
様

式
の

清
算

金
徴

1文
額

の
摘

要
欄

の
「

牧
入
未

済

額
」

と
朱

書
の

後
、
本

簿
の

滞
納

額
に

記
載

の
こ
と
。

本

簿
の
「

牧
入

年
月

日
」

を
記

載
の

後
、
第

四
号

様
式

の
清

算
徴

牧
簿

'D摘
要

欄
の
「

牧
入
未

済
額

」
を
抹

沿
す

る
こ

と
。

小速鶏総

い卜軽Ｑ一

清
算

金
牧

ア、
命

令
書

ノヽ
ムο。

昭
和
  

年
  

月
  

日

出
納

員
氏

名
殿

鳥
取

県
知

事
 

氏
  

名
 

園

境
特

別
都

市
計

画
事

業
復
興

土
地

区
画
整

理
清

算
金

取
扱

規
程

第

四
條

の
規

定
に

よ
り
清

算
金

の
牧

人
を
下

記
の

よ
う
に
す

る
こ
と

を
命

令
す

る
。

騨《鰈轟　虚、ｍ騨ぐ饉宝駅會購ヽ黒蟹
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口
・

口
・
・

田
・

円
嗜
口

i:;iliロ

ロ

1員

凛

ili:ii口
;;i:::|::ii:ll:i口

 

「

|口

医

iii;:ili:::liliiil:::li口
||・

ヒ
・
・

ili:ilロ

ロ
ロ
コ

・
口

・
ロ
ロ

・

:::::i“
要

摘
者名

内氏
↓ず

，
サー

滞庄
，八日

墓 森
動

|

清
算

金
徴

1険
簿

有
巧
塁署
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(第
六

号
様

式
)

土
地

区
画

整
理

清
算

金
分

納
許

可
申
請

書

昭
和
  

年
  

月
  

日

申
請

人
 

佳

鳥
取

県
知

事
  

氏
名

殿

名
 

①円
昭
和
 

年
 

月
 

日
付

で
通
知

を
う
け
た
清
算

金
総

額

の
納

付
に
つ

い
て
は

、
境
特

別
都

市
計

画
事

業
復
興

土
地

区
画
整

理
清
算
金

取
扱

規
程
第

六
條

第
一
項

の
規

定
に

よ
り
下

記
の
通

り

分
納

許
可

を
申
請

し
ま
す

。

言 己

納
付
義

務
者
 

佳
所氏

昭
和
 

年
 

月
 

日
付

で
申
請

の
境

特
別

都
市

計
画

事
業

復
興

土

地
区

画
整

理
清

算
金

分
納

の
こ

と
に

つ
い

て
は

、
境

特
別

都
市

計

画
事

業
復
興

土
地

区
画

整
理

清
算

金
取
扱

規
程

第
六

條
第

二
項

の

規
定

に
よ

り
下

記
の

通
り
毎

回
の

納
付

金
額

及
び

納
付

期
限

を
附

し
て
許

可
す

る
。

昭
和
  

年

鳥
取

県
知

事
  

氏
名

□

言
己

納
付

す
べ

き
清

算
金

の
属

す
る

土
          

地

1算
金
 
璽
曽 象

 
摘
 琴

回
数

|

元
金

1禾
」 子

|

納
付

金
額

権
利

の
種

男
リ

第
1回

第
2回

第
10回

Ч
刊

円
1昭

和
月
 

十
日
限

り
|

(第
七

号
様

式
)

|」
1甲

和
月
 

年
日
蔽

り
|

清
算

金
分

納
許

可
書

円
|ぼ 召

和
月
 

年
日
限

り
|

ｆ洋与ぜ３

‘Ｊワ一一

ゝ
i■
ミ

ｒ隷

小遮鶏終

Ｑ卜就一Ｃ輪

円
|

円
|

円
|

轟《鰈麟虚回聾ぐ回駅お雷

備
 

考

1 
型

互 ._は
、
清

算
金

分
納

許
可

台
帳

の
Ⅳ

ο。
を

同
一

と
す

る
こ
と
。

2 
氏

名
叉

は
名

称
、
佳

所
の

変
更
が

あ
つ

た
と

き
は
す

み
や

か
に

届
出

す
る

こ
と

O

(第
八

号
様

式
,

清
算

金
分

納
許

可
台

帳

算
金

総
額

|

補
償

金
充

当
額

|        |

ノヽ
たο
。

納
付
金
額
|     |

利
  

子
|｀

分
納

許
可

中
請

昭
和
 

年
月
 

日

分
納

許
可

昭
和
 

年
月

日
及

び
Ⅳ

ο .__

募
 
糸 内 

期
 
限

III

月
 

日
よ

り
|

ヽ
|

月
 

日
ま
で

|

(納
付

内
訳

)

■λ翌 、上
、_」

ノ́_土
′_´
ぽ
和月  

言限
り| `

備
考
 
本

台
帳

は
納

付
義

務
者

一
人

に
せ

し
て
一
葉

と
す

る
こ
と
。

(第
九
号
様

式
)

清
算

金
繰

上
納

付
申
請

書

月
  

日

申
請

人
 

生

名
⑩

徴
牧

総
額

|
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ὸ昭
和

所　氏

佳

ム、．Ｔ奏

「凛
一

”

・ン，・

ｆ
，

　　　　申醐震総　　轟　ぐ　ま　麟　虚ヽ回騨爛Ш８駅曰きヽ経圏　崎Ｈ

寸卜〕り鶴

百Ⅲ引酬＝副副馴馴Ｊ
ＩⅢＩ
Ｉ則田＝引酬ロ
ー副田Ⅲコ
ー＝副ヨ
ー

ロ
ー

ロ
ー‐
Ⅲ口
‐

口
‐ⅢⅢ■■＝副＝１
１

Ｉ， ―＝Ｈロ
ー副磁

(第
十

号
様

式
)

清
算

金
交
付

請
求

書

一
金但

し
境

戦
災
復
興

土
地

区
劃
整
撃
Eに

対
す

る
清
算

金

上
記

の
清

算
金

を
境

特
別
都

市
計

画
事

業
復
興

土
地

区
画
整
理

清
算
金
取

扱
規

程
第

十
一
條

第
一
項

に
よ

り
請

求
し

ま
す

。

昭
和
  

年
  

月
  

日

鳥
取

県
知

事
  

氏
名

殿

一
金

但
し
境

復
興

土
地

区
書
J整

理
に
薄

す
る

清
算
金

上
記

の
清
算
金

を
領

牧
し

ま
し
た
ぶ

月
   

日

住
 

所

氏
 

名

①

所名

佳氏牧
領

鳥
取

県
知

事

(切
取

線
)

1覆
翼

土
地

区
劃

整
理

清
賃

基

(第
十

一
号

様
式

)清
算

金
支

出
命
令

書

鳥
取

県
知

事
 

氏
名

圃



麟”　　　一要

規　る　　　　一

０日　申Ｘ鶏織

呻れ暉鍮０

繊、回響ぐ回８曖８＃ヽ経智 轟

月
   

日

境
戦

災
復

興
事

務
所

出
納

員
氏

名
 

回

日召
千
日

出
納

長

(第
十

二
号

様
式

)清
金

交
簿

備
考
 

第
十

一
号

様
式

の
Ⅳ

9f二
Ⅲ…

と
本

簿
の
番

号
と
同

一
な

る

こ
と
。

清
算

金
牧

支
状

渉
ι報

告
書

二ヽ一一）ヽ

ｆｆｔ
ノ
〆
二

・=ぜ

／ヽ
舎詳

い

・貯
r、

多

中Ｘ震終

一∝卜刊鵠働

出
納

員
 
氏

名
殿

境
特

別
都

市
言 1^画

事
業

復
興

土
地

区
書
j整

理
清
算
金

取
扱

規
程

翁

二
十
一
傑

第
一
項

の
規

定
に

よ
り
補

償
金

を
清

算
徴
牧

金
に
振

替

す
る

こ
と
を
下

記
に

よ
り
命

令
す

る
。

言 己

型  
堡    

藷 要

日召
不
日

| ||| || ||“
・高

年
月

日

…
…

…
…

…
…
…
…

…
…

(切
取
線

)…
…
…

…
…
…
…
…

…
…
…

清
算
金
振

替
充

当
済
通

知
書

ノヽ
Дο

.昭
和
  

年
 

‐
月
  

日

,出
納

員
  

氏
名

|

こ
よ

る
振

替
充

当
を
下

記
の

通
り
済

し
た

か
ら

| | | |

…
…

(切
取

線
)…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…

甫
償

金
領

牧
書

月
   

日      
′

住
 

所氏
    

名
 

①

「
」              

う

毒
算

金
徴

牧
金

に
充

当
さ
れ

た
補

償
金

賞
金

を
領

牧
致

し
ま

し
た

。

|・ …
1・ ・

…
…
…

.…
…
…

…
…
…

(切
取

線
)…

…
…
…
…
…
…

…
…
…

…
…

。∵
…

覆旧旧旧旧旧旧旧糧耀旧燿旧旧燿旧旧躍旧旧燿臓燿躍隠旧隠隠目憎燿旧旧燿鍾Ｉ
Ｅ旧躍憎旧鯉鰭

騨虚ヽШ騨◆霞２賦ε辟ヽ緯諄

鳥
取

県
知

事
 

氏
名
殿



降饉層響Ｐ詭ｈトードトーーーー

∞【　小遠鶏総

トト颯〇〇

轟　ぐ　鰈　督　虚ヽ肛騨期回３駅２計ヽ梃諄

金
領

牧
書

出
納

員
  

氏
名

□

一
金但

し
、
補

償
金

を
充

当
し
た
清

算
徴

牧
金

上
記

の
清

算
金

を
領

牧
し

ま
し
た

。

(第
十

六
号

様
式

)

鴫
麟

蝶
中

lK総
目
陣

学
十
く
饉ト

ヽ
Q刊

響
却
睡
憮

釈
i溢

響
凶
■

tミ
響

里
Ⅲ

呻
血
躙
最
NⅨ

螢
ミ
Op準

業
嚢

黙
恨

塁
蝙
S攀

|(卜
時
°

習
黒

‖
+や

お
+駅

キ
霊

..:コ
〕
|口「

補
11金

の
決

定
通

知
が

あ
つ

た
と

き
当
該

欄
に
記

入

す
る

こ
と
。

一
人

に
一
葉

と
も
つ

よ
う
に
す

る
こ

と
。

(雪
黒

||+1く
き

運
韓

総
||llm目

+べ
小
)総

目
+目

き
Q

疵
轟

畔
最

椰

一へ一
轟

ヽ
´

ф遠鶏総

“卜縣籠鳴

溝
ぜ

理
装

哺
■

ぜ
硬

―聟
―
雨

|¬
ノ

   
颯

画
面

丁
電

韻
場
経
騒

¶
釈

器
陣

辻
卜

製
9皿

軍
牒

盤

田
嶽
 
Ш
蜘
 
抑
【
 
く
埋

J     
ヽ

く―　覇―
―　や―　く―

くヽ　Ｋヽ　―――

ヽ　川ヽ

―＝○○

係　Ｅ

妥十
卜導　Ｅ

|||○
||○

ロ
ギ

|く

ギ
く

11層

図
1く

1層

○
|○

ペ

COIく

′ |111目

′ ||○
ベ

|||○
||○

目
押

|く

や
く

|1目

′
○

ICペ

″
○
○

|く

′ ||01く

|1日
目

||○
べ

|||○
||○

1爛
○

○

|○
○

○

○
|○

ベ

○
○

|く

|○
○
○

○
○

||○

||○
○
○

|´
倒
(Cざ

鮨
脚

縛
【
拳

Ю
°

Ｆ一
E

還ミ
選Ｑ

金攀
引塗Ｑ

」ヽ
．

轟《蛛
=ク
な

|:::::::ilil

虚

條
穫ミ　定

撻
へ
 |

ゼ
ヨ

駆
由
 
懸

薫
 ||′

来
颯

《
田
 1ヨ

糞

樫
典
 
→

鵬
 lρ

 lllll

ヨ
調
 

覇
K

目
○

○

||″
目
<|

置
  

匡
  

摯
肛

田
||′

目
1く

○

|′
国
蠣

1目
 |′

目
||1覇1嵐

置匡
E

Ｅ　Ｅ　Ｅ

肛騨ぐШ？駅２購諄晨雪

ヽヨ
壇ホ

０日
l OIII夕

  |○
|||′

目
く
Cil   

層
く
Cll

K担
 
置
瓢



ｏ銀　申遠震熙

Ｑ卜可ＱＱ

ＥＥＥＥＥＥＥＥ

ＥＥＥＥＥＥ口一匡

ヽ
期
 

栖
眠
 Kヽ

ヽ

鍵
巨 

黎
‖

や
べ

く
 
ロ
ギ

´    
ロ
ギ

´

園
○

○
○
   

目
○
○

○

||| 1目
′
   1目

′
塞

終
Щ

卸
ぐ

ヽ

匡匝E卜
旨

Щ
様

ヨ
S

EEEEE・
匡腫E

|||や
○

|||や
|

||11く
目

|||や
||

|||や
ベ

|||ギ
く

|||ギ
1く

|||く
○

|||や
鷹

目
や

||

ヨ
|11く

目
||||

目
|1目

目
や

日
||

lllllOO I

ll11く
1目

○
|||く

1く
Eヨ

Э
目

〇
〇

〇
||

○
○

○
目

○
○
○

ベ

○
○

|11く

○
ll l ll

OO IIII

OIOく

○
|○

目

○
○

1層

Hギ
||||

lllllOO I

II11く
1目

○
|||く

1(図
○

曜

○
じ
○

||

○
○

○
覇

○
○
○

べ

〇
〇

|11く

○
|||ll

OO IIII

OIOく

○
|○

目

COI目

′
HOOO

||II・HOO

OOOO

O鷹
○
○

○
日
○
′ ○

○
ヨ
○
○

○
○
○

||

○
○
○
層

○
○
○

||

○
○

|11く

〇
〇
〇

|||

OCOIII

OIOく

○
○
○
く

○
○

1層

|′
H跡

報
に

ポ
超

塁
黎

や
Ю
綾

熙

卜
対

′
引

S′
博
き

C継
麟

脚

櫓
K拳

絆
°

電ピ

ｌ
ｌＨ躍Ｈ旧順隠暉

Ｉ
Ｉほ旧

Ｉ
Ｅ

Ｉ
Ｉほほ睡ほ旧躍旧躍

Ｉ
Ｅ

‐
ほ

Ｉ
Ｉ躍

Ｉ
Ｅ旧

１
１

１
Ｉ糧購臓旧ほ町

ヘ
―
‐購

畷べ　，

趨螺

引量Ｏ

轟《鰈麟虚回騨фaI

駅購轟諄

EE匡EEE

騨
匿

EEEE

襄
ぐ

EEEEEEEEFEEE

■ザ

ｒユ

p_ュ
_Ⅲ

`.二
._一

二
―
…

・
__=二

、
ふ

轟
‐

ユ
羹

醸
鋼

ゞ

:1,〕
、
ロ
ピ

・
'

f
/1

亀
●
_

ф遠震終

的締＝０一

戯
瞬

咲
巾

:K総
目

lmギ
十
べ
中

禦
軽
中

塗
涎

(田
黒

||+1く
購

輝
韓

終
ぺ

+1く
小
)総

|||キ
1禦

撃

Q黙
製

里
封
S幽

憮
纏

圏
NKO判

典
懇
翠
恨
Jべ

°

盟
黒

||+押
せ
+駅

十
回

ゝ 
世
麟
畷
辱
蹄
 
糎
  

製
  

熙

E
駆
細

く
壇

米
準

撻
《
米

旨
日
米
揮

壼
||||

《
運

≦
糾

環
噛

碁
撻

卜
く コ
貯

1目

≦
終

軍
呻

麟
撻

照
旨

|

園
||

||1目
(腰

継
砒

碁
撻
引
E状

|||

髯
係
《
棋

||○

1目
く
中

K=熱
||1最

車
氏
 

糾
繹

轟
終
 K褒

轟《畔群虚Ш聾ぐШ駅購こ諄

終Ｋ盤

ミ

ヾ　週幽

昼
  

禅
  

聟
  IEE響

ぶ
製
養

熙
軍
識
く
糎
旨
絆
く
鯉
〕``
耐
W懸

越
養

経

翠
製

よ
駅

皿

雷
黒
!|+押

よ
十

駅
1く

Ш

腫状　Ｅ終　匡熙

1申1小

匡終Ｅ総　耐一松　置終

象　ヽ　　　‘―

証」　　　　　　　　「菫

妥覇　　目

撻＝　　撻

轟―
―　　メ言Ｋ

虚、ど　　虚○

糞　　　担

Ｈ　　　鍵

巨　　　　目中

翼拠　　米

↓駅　　終

１
‐嘱く皿

黒購目

晋単＋　腫

置総　　腫総

層
1.1小

層
||1小

学
1中

終終

燕
。†駅

目く
コ終鮮ヽШ

晋や―

戯
麟

蝶
巾

lK拙
彗

lEく
十
中

側
軽
器

涎
(田

晨
11キ

ロ
せ

誕
世

総
lm申

)総
く
峰
要
)黙

恨
塁
蝙

Sヽ
Q州

い
0製

稲
釈
撫
剤
漱
毅

塁
削
意
Jミ

°

雷
黒

11+学
よ
+駅

+EE

疵
麟
鰈

軍
締
 
壇

詢
轟
撫

小

戯
轟
暉
最
椰

期
轟

(く
)

銀
1目

11中

墾
颯

や
や
小

く
○
申

く
ぺ

小

べ
|IEb

円
赳

終
K週

悼
粟

噛
轟
讐

嵌
ぐ

旨
K週

恒
 
蝋

ギ
く

終
日

加
棋

虚
轟

撻
撻
旨

||1駅
用
 

楡
|

||11(

押
機

田
H滴

砒
群

優
ぐ

旨
||

坦
   

卜
EEロ

ペ

終
田

構
粟

虚
轟

撻
糎

EE寝

1(1(E翌

癬
剌

田
= 

器
H

翼
E 

心
引
E

未
ヨ
 

憔
響

器
権

榊
釈響貯

畑悼く

時塩藤

べＣ　撻

相質群
絲批Ｊヽ

おｍ　‘十取回

駅　副騨・ ＋‐‐‐

剤よ　雷や日

興　　球
引
E夏



十駅皿　＋曖　終

日く―――　日べ

晨せ十　颯終よｍ

讐押＝習押＝　Ｅ置

憫銀　小ご鶏繊　　轟　ぐ　鰈　轟　虚、回騨爛ｍ２駅３きヽ黒雪

司”＝〇〇

E総
|ぺ

属
小

置熙
|べ

や
中

置総
||○

目
小

E終
|||

|く
小

E    E 
終

総
|ll lべ

ф

匡
  
  

匡
  

終
終

|||||〇
小

E    
雪
黒
11+

繊
 

ロ
ヨ
ф

や
よ

ギ
曖

+目
m

く
懸

識
黎
牽

旨
K卜

撫
牽

|′

|ペ
ロ

ヽ
日

曜
麟
健
女

Щ
日

卜
皿

||1図
ヽ

|

層曜
麟
催
糎

口E艇
H覇

|ヽ
||ヨ

縦
霊

駆
寝

Ц

=赳
 
Щ
褒

ヨ
田
 

機
釧

E_7蜘
職
避
Ett E■

K悴
撻

巨

I博
猟
識
柿
湮
珈

(羊
 
キ
褒

〒褒
帳

剤
川

=廊
識
騨

膠
獣

轟
終

|(埋
職

K静
騨

躍
K‖

‖

世
轟
撻
夏

薯
|ぶ

ヨ
 
瞥

赳
卜
皿

目
目

砒
轟
嗽

最
坤
 
園

黎
牽
却

稲
髯

領
《
棋

=繊
鋤

幡
揮

堅
《
起

ヨ
田

粟

倅
壼
《

運
日

LE‐
粟

(糞
H織

質≦
終
即

怪
倅
壼
《
運

巡
題

‖
側

日
米

駐

疵
碁

経

終
肛

園
=

(練

輝
終

桜
日

K図

事 E=

機
敷

轟
硬

来
ホ

讐

廊
眠

蚊
選

騒
日

ね
J

ヨ
や

黎
釈
識

量
田
 
書

翠

撻
ぐ
 
艇

■

運
硼
 
瞥

■

黎
終
 
量

■

ミ
J 

葉
■

彗
邸
Ц
K■

園
題
 

爛
履

眉
ぐ
 
佃
疑

震
終
十
ゼ

■

轟
埋
 
撫

■

埋
田
 

熙
■

督
E 

ぶ
軽

―E終
 1(■

軍
製
 
叫

キ

曇
日
 
榊
■

11互
ヽ

1::典
1口∫

(ぐ
 
部

串

キ
状
 
駅

■

響
 

駕
ホ

釈
騒
 
紬

軽

粧
菫
 

憫
■

緊
凩
 

К
■

■
韓
 
嵐
串

■
iぐ
 
冊

■

岳
硼
邸
織
■

(緊
十
年
中

榊
キ

籍
軽

ぶ
■

|(■

駅
■

騒
輝

鋼
■ボ

狐
■

雑
■

檬
■

個
EILl

壕
串

蝋
起

鵬
日
蝶
巾

lK無
目

lEく
十

1中

習
黒
||+や

よ
掘
駅
制
睡

樫
沢
稲
懸

中
稲
場

塁ヽ
Q撫

篠
ぐ
導
J

ミ
°

盟
黒

||キ
や
せ
+駅

+皿

ご
二

な∵
イ

，
・・ヽヽ

朴亀

¨
ビＦｒか

べ一
亀

小速震織

製∞ＨＯＯ

米
軍
 

週
■

田
= 

メ
眉

く
厭

識

最
終

#■

恒
埋
朧
瓢

串

ぐ
田
 
倒
■

博
E 

晨
■

田
誕
 LE■

嫁
恒

溝

ミ
ミ
 

騒
唖

颯
機

墨
和

キ

111準
 
壇

ホ

ぐ
巨
 

雑
中

К
翠
職

鷹
日
 1軽

撫
彗
mЖ

中

輝
ぶ
 
絶

■

ぎ
恨
 
駆
■

JЦ
 

狐
■

日
韓
 
郡
■

輝
底
 
ポ

■

翠
ミ

郁
殉
痰

来
状
0(中

雲
終
枢

和
■

匿
題
Ж
お

■

枢
ぐ
 
機

■

来
田
佃
Ж
中

響
日
 
嶺

■

耳
終
 
彗

■

Lll●
ミ
剰

軽

撻
終
 
覇

■

恒
蜜

熙
十

や

=調
 

轟
距

緊
製
 

ポ
■

響
ミ
 
漏

疑

製
K 

釈
中

轟
終
 
却

中

K卜
 1唖

1=田
 

墜
■

倅
腫
 
緒

硬

製
田
 
‖

■

部
機
 
Ⅸ
■

選
Щ
 ttd

轟
田
 
戦

串

K鯉
 
製
串

罫
腱
 

鋼
(キ

十
博

OЮ
中

導
躍
 
晨

■

硼
雪
 
翠

キ

倅
樫

|II運
ゼ

度
奮
 
迎

串

憩
由
堅

劇
キ

園
翠

識

奮
田
 

優
ゼ

心
機
 
器

単

岳
隠
 
冊
■

悪
由
 
《
■

轟
( 

堰
■

報
機
 
ぐ

■

埋
状
Ж
世

キ

I眠
田
撃
灘

■

匿
・iC 

熱
周

米
当
 
室

■

も
日
 
熱

■

(ぐ
 
晨

輝

米
構
 
期
場

腰
状
 
も

■

鯉
緊
れ
種

串

く
規
 
К

■

糞
 

ヘ
メ
■

格
田
 
緒

■

重
雑
 
熙

■

ヨ
終
 
采

ゼ

選
田
 
楡

■

轟
終
 
枢

キ

《
  

悪
■

製
1=樋

輝
中

準
機
 
榊
■

ヨ
田
饉
Ж
■

彗
撃
部
年
■

K無
 
匿
■

ヨ
埋
'(鐵

輝

度
機
器
に
中

‖=く
ポ
唖
■

ヨ
臣
 
惚
■

理
機
器
輝
ホ

総
■

卜
ふ

～ ′

終
製
 

堅
洋

LE‐
硼
 
覇

中

題
翼

|II漱
米

埋
田

|||||■

製
1月
 

ヽ
午

田
子
 #ホ

算
田
部
に
■

轟《畷麟虚皿bll

翻m嗅#黒田



ヾ銀　訃守傘銀終

一「四〇Ｑ

Ш
豪

燕

恒
終
 
絲

■

≦
く
Ц

署
■

ヨ
ト
林

111唖

Eヨ
畔

轟
田
 
恨

■

Lr3晨
目
摯

目
駅

十
日
m状

||1姻
漱

駆
緊

譴
む 博

眠
 

揮
串
   

車
匿

熙
≦
 #軽

   
紅
糎

維
 lEぐ

輝
_ 

腫
田

ミ
誉

部

怪
■

篤
Ж

轟　ぐ　鰈　麟　虚ヽ皿響ぐ饉８瞑二購薇晨讐

卜』 Ｒ・Ｋ鮮

撻一一出

呂虚．鮮成

成　虚．

曇曇

隣
撫

麟
養

搬．　成
に　躍

潔」」
轟
 

さ


